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弥生日和 

～弥生の日常風景～ 

【第２回学校評議員懇談会が行われました】 

 

令和６年度伊那弥生ケ丘高等学校 第２回学校評議員懇談会 記録 

 

１ 日 時  令和７年２月７日（金） 15:40～17:05 

２ 場 所  本校大会議室 

３ 出席者 

(1) 学校評議員：４名出席（３名欠席） 

(2) 職 員  ：校長、教頭、事務長、教務主任、進路指導主事、学習指導係主任、生徒指導主事、 

特別支援コーディネーター、生徒会係主任、ＰＴＡ係主任、学校職員代表 

４ 内 容 

 (1) 学校長挨拶 

(2) 令和６年度末学校評価について 

(3) 令和６年度の活動及び改善点について 

…生徒指導係、教育相談係、進路指導係、学習指導係、 

生徒会係、教務係、PTA係 

(4) 生徒発表…吹奏楽部演奏 

(5) 懇 談 

ａ．学校評議員：学習指導の探究について詰め込み過ぎないようにという話があったが具体的には

どのようなことか。 

ｂ．学習指導係：大学や地域などから講師を呼ぶ機会が多いが、学校がやりたいことをやりすぎると

内容が多くなり時間が必要となってしまう。 

ｃ．学校評議員：ブレーキをかけてしまうとつまらないものになってしまうのではないか。 

ｄ．学習指導係：生徒からするとあれもこれもというようになってしまうので加減が難しい｡ 

ｅ．学校評議員：贅沢な悩みとも言える。 

教育相談のＳＯＳの出し方教育の前にスクールカウンセラーに相談に行く生徒

が誰かと分からないようする配慮は必要か。 

ｆ．教育相談係：気にしない生徒もいるが心が落ち込み、人目を気にする生徒もいるので気を遣って

いる。 

ｇ．学校評議員：逆に周りの生徒も恥ずかしいことではないと理解させ、周りの目を変えさせることも

必要ではないか。 

ｈ．教育相談係：スクールカウンセラーからも、ちょっとしたことでも相談していいという話を学年全体

にしていただいている。 

ｉ．学校評議員：生徒指導で紛失したサンダルはどのような特徴だったか。 

吹奏楽部の演奏発表 



2 

 

ｊ．生徒指導係：部室前に運動靴なども置かれている中で、片方または両方のサンダルが紛失した。 

ｋ．学校評議員：おそらくキツネの仕業ではないか。この付近に穴を掘っており、庭先から履物が紛

失した住民もいる。 

ｌ．学校評議員：生徒数が減るなか、登校できない生徒はスクールカウンセリングを受けられるのか。

なぜ学校に来られなくなるのか原因を知りたい。 

ｍ．学校長  ：家庭的なものであったり、成績、人間関係、本人の特性、あるいはそれらが絡みあっ

たりした要因が考えられる。スクールカウンセリングを受けるのは本人の意思で

ある。担任が積極的に勧めている学年もある。 

ｎ．学校評議員：探究活動の取組に興味がある。数年前から始まったものであるが、高校生が今後

のキャリアを広げていく上で役立つと考えている。活動を通して視野を広げ、取

組をまとめることは、今後、社会に出る時に効果的である。良い方向となるよう

期待している。ただし、先生１人が生徒20人を担当していることは、時間外の指

導時間もあると考えられ、先生の負担が大きい。 

ｏ．学習指導係：外部への取材やインタビューでは担当職員が生徒を引率するケースもある｡また、

同窓会から金銭的な支援をいただいているが、講師謝金以外に交通費もか

かっている。活動の幅を広げることは時間とお金がかかり悩ましい。 

ｐ．学校評議員：私の職場には、学生からメールでの問合せがある。例えば、探究でこのように調べ

たいが医療に携わる人に聞きたいという内容だった。メールを活用してはどうか。 

ｑ．学習指導係：外部との関係では、アポとりに関わるトラブルがあった。マナー、約束の取り方、

メールの文面など指導できていない部分もあったので、指導していきたい。 

ｒ．学校評議員：学生からのメールはきちんとした文面で、問合せには医師と連携して返信した。聞き

たいことがあれば、来てもらわなくてもこのような方法でもよいのではないか。 

ｓ．学校評議員：探究は伊那中学校の様子も見聞きしている。あまり詰め込まずに取り組んではどう

か。何でも校外に出る必要はなく、その前にネットでしっかり調べた方がよい場

合もある。ネット上にも誤りはあるが、まずネットで徹底的に調べ、その後、専門

家に聞くようにして、時間が最小限となる工夫も必要ではないか。一方で、対外

的なものは社会に出た時にすぐに役立つので力を入れてほしい。 

ｔ．学校評議員：進路指導で指定校や学校推薦の情報を１・２年生にも開示したことは、進路希望や

意識が早くから出てくるので良いと思う。高校入試の前期選抜の枠が増えてき

ていると聞くが、大学も年内に早く決めたいという高校生が増えてきているとい

う傾向かもしれない。 

ｕ．学校評議員：同窓会が弥生祭で販売した饅頭の売り上げを生徒会に寄付し、役立てていただき

ありがたい。強歩大会時のＰＴＡによる豚汁づくりがなくなったが、来年度はゴー

ル後の疲れた生徒に対し、同窓会が白玉のお汁粉を作って提供する予定。閉校

まで数年と迫っているが、タテ・ヨコ・ナナメに協力したい。遠慮なく希望をお知

らせいただきたい。 

 (6) 諸連絡 

 (7) 閉会 


